
　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　
　

広
報
委
員
会　

選

　
　

  　
　
　
　

  　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　

  　
　

   

家
づ
と
に
茨
の
若
葉
塩
の
道

明
石　

韮
生

　
　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　

　
　

朝
露
に
輝
く
レ
タ
ス
ま
る
ま
る
と

五
百
蔵
利
美

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                  

「
あ
ん
ぱ
ん
」
の
放
送
開
始
花
満
開

江
口
よ
し
子

　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  
        

あ
り
あ
り
と
お
と
う
と
の
こ
ゑ
風
光
る

竹
村　

咲
子

　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  
        

行
く
春
や
野
村
か
な
し
き
終
の
宴

田
島　

基
宏

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

               

梅
咲
い
た
寒
の
戻
り
に
陽
の
恋
し

な　

ず　

な

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

               

山
々
に
椎
の
花
満
つ
雫
雨

中
村　

定
子

　
　

          
  　

　

春
の
空 

｢

の
ど
か｣

が
浮
ぶ
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ

原　
　
　

茂

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

               

フ
ァ
ミ
リ
ア
に
笑
む
母
子
像
と
水
仙
花

前
田　

裕
子

              　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
桜
や
各
駅
停
車
の
一
人
旅

宮
地　

美
代

              　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
屋
の
よ
び
こ
み
懐
か
し
六
代
目

森
本
多
賀
子

◆
「

涛

光

」

グ

ル

ー

プ
◆

　
　
　
　

　
　

　
　
　

   

鳥
帰
る
戦
火
の
止
ま
ぬ
北
国
へ

山
岸　

孝
子

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       
        　

　

土
佐
な
れ
や
開
花
宣
言
日
本
一

中
橋　

京
子

  　
　
　
　
　
　
　
　

                      

彼
岸
会
や
ふ
る
里
で
会
ふ
同
級
生

杉
山　

明
美

                               　
　
　
　
　
　

春
来
た
る
庭
騒
が
し
き
鳥
の
声

山
中　

明
美

け
い
ち
つ　
　
　
　

   　
　
　
　

      

啓
蟄
や
一
日
で
家
建
ち
あ
が
る

秋
山　

英
身

   

　
　
　
　
　

             

渋
滞
の
先
に
花
見
の
名
所
あ
り

秋　
　
　

星

　
　
　

姪
つ
子
の
着
つ
け
調
ひ
春
隣

小
松　

美
鶴

                      

鯛
焼
を
わ
け
あ
い
歩
く
帰
り
道

上
山
こ
の
か

た
ん
ぽ
ぽ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
公
英
の
一
輪
牧
野
家
の
奥
津
城

井
上　

佐
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

孫
の
ご
と
犬
に
声
か
け
昼
寝
せ
り

藤
本
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
面
に
は
夕
暮
れ
色
の
す
す
き
か
な

明
神
か
お
り

ゆ
う
も
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕
鵙
や
歯
を
磨
く
吾
と
目
が
合
い
て

吉
川　

恵
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

少
子
化
や
家
族
総
出
の
運
動
会

原　
　

恭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芋
そ
だ
ち
昭
和
百
年
九
十
歳

前
川　

恵
女

◆
と

さ

や

ま

だ

フ

ァ

ミ

リ

ア
◆

た
む
か
い　
　
　
　

　
　

　
　
　

   

対
向
の
山
桜
花
お
そ
か
り
き

八
王
子
小
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

鯉
の
ぼ
り
あ
た
し
の
分
は
と
娘
よ
り

詩　
　
　

子

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

鯉
幟
風
が
ご
は
ん
で
元
気
よ
く

昌　
　
　

子

                       

亡
き
母
に
送
る
母
の
日
胸
の
中

恵　

美　

子

◆
か

ほ

く

俳

句

会
◆

き

ぞ　
　
　
　

   

し
と
み  

昨
夜
の
雨
荒
し
蔀
に
春
の
泥

乾　

真
紀
子

さ
ん
し
ゅ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　

山
茱
萸
の
黄
を
煙
ら
せ
て
小
糠
雨

佐
竹　

洋
子

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

朗
朗
と
う
ぐ
い
す
の
鳴
く
裏
の
山

津
田
吾
燈
人

　
　
　
　
　
　
　

      

仏
生
会
山
ひ
と
つ
越
え
高
照
寺

塗
本　

幸
利

                    　
　
　
　
　
　
　

か
ま
ど　
　
　

一
村
の
代
田
見
守
る
竈
神

野
村　

里
史

                                      

遠
景
に
薄
墨
桜
工
学
部

古
川　

信
子

　
　
　
　
　
　
　

　
　

                             　
　
　
　
　

　
　
　
　

菜
の
花
か
ら
菜
の
花
ま
で
の
乗
車
券

宮
崎
た
だ
し

                　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

   

お
日
様
に
合
は
す
暮
ら
し
や
山
笑
ふ

山
崎
か
ず
み

う
つ
し
よ　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
世
の
心
に
積
も
る
花
吹
雪

山
﨑　

鈴
子

FAX

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

53

・

５
９
５
８

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

葉
桜
や
各
駅
停
車
の
一
人
旅

　

桜
の
若
葉
を
「
葉
桜
」
と
い
う
。
こ
の
言
葉
に
は
、

二
つ
の
異
な
る
気
持
ち
が
こ
も
る
。
も
は
や
葉
桜
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
花
を
惜
し
む
思
い
と
、
桜
若
葉

の
す
が
す
が
し
さ
を
愛
で
る
思
い
。
一
人
で
、
各
駅

停
車
の
旅
の
途
中
の
作
者
。
淡
々
と
情
景
を
詠
ま
れ

て
は
い
る
が
、
読
者
に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も
想
像

が
ふ
く
ら
む
、
奥
深
い
一
句
。

（
季
語
：
葉
桜
（
夏
）
）

鯉
幟
風
が
ご
は
ん
で
元
気
よ
く

　

鯉
幟
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
始
ま
る
。
端
午
の
節

句
に
、
出
世
魚
で
あ
る
鯉
を
幟
に
し
て
、
男
児
出
生

を
祝
い
、
そ
の
子
の
立
身
出
世
と
健
康
を
願
っ
て
立

て
る
。
鯉
幟
が
五
月
の
青
空
の
も
と
、
風
を
は
ら
ん

で
大
き
く
膨
ら
み
、
元
気
よ
く
泳
い
で
い
る
。
そ
の

様
子
を
「
風
が
ご
は
ん
で
元
気
よ
く
」
と
と
ら
え
、

楽
し
く
爽
快
に
詠
ま
れ
た
一
句
。

（
季
語
：
鯉
幟
（
夏
）
）

１６Kami
２０２５年６月号

１７ Kami
２０２５年６月号

び
ん
び

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

６月７日（土）～ ７月２１日（月・祝）

・休館日：毎週月曜日
　　　　　※ 月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館

・入館料：一般４００円
　　　　　※ 市民の方は無料

　　　　　　　　(住所が確認できるものをご提示ください)

【関連企画】

◎ 館長または学芸員による作品解説

　 会期中毎日曜日　１４時 ～　場所：展示室

やなせたかしの時代

・大正の夢は続く

▲ ｢作品(魚)マンボウ原画｣ 
高﨑元尚 １９５６年

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

いちかちゃん (左) ／ ゆいかちゃん (右)

　長女の葉型イスに続き、次女にどんぐ
りイスをいただきました。今は机くらい
の高さですが、もう少し成長してイスと
して使えるようになるのが楽しみです。
葉型イスは木目を活かしたデザインが素
敵ですし、どんぐりイスはどんぐりの形
がとてもかわいいです。

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

　

や
な
せ
た
か
し
は
大
正
８
年
に
生
ま
れ
、

大
正
時
代
の
自
由
な
空
気
の
中
で
成
長
し
、

世
界
大
戦
や
高
度
経
済
成
長
期
な
ど
、
戦

後
日
本
の
歩
み
の
中
で
自
身
の
生
き
る
哲

学
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
や
な
せ
と
同
時

代
を
生
き
た
画
家
た
ち
の
収
蔵
品
と
、
や

な
せ
の
作
品
を
合
わ
せ
て
展
示
し
、
大
正

時
代
以
降
の
世
の
中
の
歩
み
と
彼
ら
の
画

業
を
紹
介
し
ま
す
。

(

館
長　

都
築
房
子)

「

」

香美市から木のギフトを受け取

られた皆さんからのご感想、写

真を募集しています。投稿者の

氏名、写真、写真に映っている

方の名前(ペンネームで構いま

せん)と感想を、下のメールア

ドレスまでお送りください。

▶｢

夜
桜｣ 

上
島
一
司

１
９
８
２
年

▶
Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

｢

階
段
の
途
中
で
す
こ
し
や
す
ん
で
虹
を
み
て
い
よ
う｣

雑
誌
『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』

１
９
８
２
年
３
月
号
表
紙
原
画


